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【
第
四
三
回
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

危
機
言
語
の
口
承
文
芸
】

奄
美
の
シ
マ
言
葉
・
島
唄
の
伝
承
と
、

ウ
タ
を
生
み
出
す
力

酒 

井　

正 

子

奄
美
島
唄
に
お
い
て
、
シ
マ
言
葉
（
シ
マ
グ
チ
、
シ
マ
ユ
ム
タ
、
シ
マ

ム
ニ
）
は
歌
詞
を
構
成
す
る
重
要
な
屋
台
骨
で
あ
る
が
、
残
念
な
こ
と
に

日
常
語
と
し
て
は
若
い
世
代
ほ
ど
使
わ
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
反
面
、

島
唄
は
若
手
が
盛
り
返
し
て
い
る
。
か
つ
て
は
「
二
十
歳
代
、
三
十
歳
代

は
鼻
垂
れ
小
僧
」
で
と
て
も
唄
者
と
は
い
え
な
い
、
と
言
わ
れ
て
き
た
が
、

現
在
で
は
彼
ら
が
民
謡
大
賞
を
独
占
し
、
島
で
も
、
都
会
の
ラ
イ
ブ
で
も

前
面
に
立
っ
て
活
躍
し
て
い
る
の
だ
。
だ
が
彼
ら
は
シ
マ
言
葉
で
自
分
の

思
い
を
う
た
う
こ
と
は
殆
ど
で
き
な
い
。
島
唄
は
元
来
即
興
的
な
掛
け
合

い
に
よ
り
生
成
さ
れ
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
で
あ
る
。
こ
の
ギ
ャ
ッ

プ
を
埋
め
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
だ
ろ
う
か
。
最
近
で
は
新
し
い
ウ
タ

を
作
る
試
み
も
い
く
つ
か
み
ら
れ
る
。
本
報
告
で
は
、
そ
う
し
た
試
み
を

中
心
に
、
音
声
・
動
画
を
ま
じ
え
な
が
ら
考
察
を
試
み
た
。

１
、
奄
美
諸
島
の
言
語
状
況
と
、
シ
マ
言
葉
継
承
の
試
み

「
方
言
札
」
な
ど
、
戦
前
の
奄
美
沖
縄
地
域
で
の
罰
則
を
伴
う
「
方
言
禁

止
教
育
」
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
研
究
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し

奄
美
諸
島
で
昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）
の
日
本
復
帰
後
も
な
お
、
禁

止
教
育
が
強
力
に
推
進
さ
れ
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
語
ら
れ
て
こ

な
か
っ
た
。
こ
こ
で
は
酒
井
二
〇
一
八
（
禁
止
か
ら
尊
重
、
奨
励
へ
―
第

二
次
大
戦
後
の
奄
美
の
シ
マ
言
葉
の
変
遷
）
に
沿
っ
て
そ
の
推
移
を
お
さ

え
て
お
き
た
い
。

復
帰
後
「
晴
れ
て
日
本
人
に
な
れ
た
の
だ
か
ら
」
と
、
方
言
禁
止
教
育

は
あ
る
意
味
で
強
化
さ
れ
、
学
校
の
み
な
ら
ず
家
庭
、
地
域
ぐ
る
み
で
お

こ
な
わ
れ
た
。
と
く
に
昭
和
三
十
〜
四
十
年
代
（
一
九
五
五
〜
一
九
七
四
）

は
濃
密
で
、
当
時
学
齢
期
に
あ
っ
た
人
た
ち
と
彼
ら
を
親
に
持
つ
子
供
世

代
（
現
在
六
十
〜
四
十
歳
代
の
人
た
ち
）
は
、
島
の
言
葉
の
み
な
ら
ず
固

有
文
化
全
般
に
対
し
て
も
、「
価
値
が
な
い
」
と
み
る
傾
向
が
（
個
人
差
は

あ
る
に
せ
よ
）
根
強
く
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

一
九
七
〇
年
代
が
変
わ
り
目
で
あ
る
。
テ
レ
ビ
放
送
が
普
及
、
普
段
の

生
活
の
中
か
ら
も
シ
マ
言
葉
が
な
く
な
っ
て
ゆ
く
実
感
と
危
機
意
識
が
台

頭
し
て
、
尊
重
へ
転
じ
る
。
一
九
八
〇
年
代
以
降
は
、
島
口
島
唄
大
会
、

方
言
劇
、
シ
マ
グ
チ
講
座
等
が
各
地
で
お
こ
な
わ
れ
、
学
校
で
も
「
方
言

を
使
う
」
こ
と
が
奨
励
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
だ
が
全
体
と
し
て
、
シ
マ

言
葉
退
潮
の
傾
向
は
続
く
。

二
〇
〇
七
年
に
は
前
年
の
沖
縄
県
議
会
の
決
定
に
倣
い
、奄
美
で
も
「
シ
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マ
言
葉
の
日
」
が
制
定
さ
れ
る
。
二
〇
〇
九
年
、
ユ
ネ
ス
コ
に
よ
り
「
消

滅
危
機
言
語
」
に
認
定
。
話
者
数
の
み
な
ら
ず
世
代
間
伝
承
が
な
さ
れ
て

い
る
か
ど
う
か
が
重
要
な
指
標
で
あ
り
、「
シ
マ
言
葉
の
日
」
を
中
心
に
、

島
口
F
M
、
島
口
ラ
ジ
オ
体
操
、
島
口
川
柳
、
島
口
議
会
、
寸
劇
、
わ
ら

べ
唄
あ
そ
び
等
々
の
試
み
が
各
地
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。

一
例
と
し
て
徳
之
島
町
で
は
小
中
学
生
対
象
の
子
供
川
柳
大
会
が
お
こ

な
わ
れ
、
小
学
五
年
生
は
次
の
よ
う
に
詠
ん
で
い
る
。

▽
か
が
み
も
ち　

え
ち
ょ
ま
ち
ご
う
て
ぃ　

あ
ま
ぬ
わ
た

（
鏡
餅
か
、
と
思
っ
た
ら
あ
れ
違
っ
た
、
母
さ
ん
の
お
腹
だ
）

日
常
生
活
の
中
で
、
シ
マ
言
葉
は
ま
だ
ま
だ
根
を
張
っ
て
い
る
面
も
あ

る
。
シ
マ
グ
チ
漫
談
が
余
興
と
し
て
楽
し
ま
れ
、
ネ
ッ
ト
上
で
も
映
像
が

流
通
。
標
準
語
と
シ
マ
言
葉
の
ズ
レ
を
つ
い
て
、
若
い
人
た
ち
も

YouTube

等
に
投
稿
し
て
楽
し
ん
で
い
る
。
例
え
ば
、
共
通
語
で
は
一
人

称
複
数
形
に
「
僕
た
ち
、
私
た
ち
」
と
男
女
の
区
別
が
あ
る
が
、
シ
マ
言

葉
で
は
「
わ
ん
き
ゃ
」
の
一
語
の
み
。
そ
う
す
る
と
本
土
の
卒
業
式
で
、

「
僕
た
ち
、
私
た
ち
…
…
」
と
言
う
と
こ
ろ
は
「
わ
ん
き
ゃ
、
わ
ん
き
ゃ

…
…
」
に
な
っ
て
し
ま
う
ね
、
と
笑
い
あ
う
。

こ
う
し
た
中
で
、
沖
永
良
部
島
で
は
体
系
的
、
継
続
的
な
言
語
復
興
の

取
り
組
み
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。
二
〇
一
一
年
か
ら
言
語
学
的
な
調
査

を
継
続
し
て
い
る
横
山
晶
子
に
よ
れ
ば
、
方
言
を
話
せ
る
人
は
「
六
十
歳

代
、
と
く
に
後
半
以
上
」
と
さ
れ
る
。
一
方
「
方
言
を
ど
れ
く
ら
い
理
解

で
き
る
か
」
と
な
る
と
、
三
十
歳
代
後
半
以
上
の
人
た
ち
は
、
方
言
話
者

と
ほ
と
ん
ど
同
じ
水
準
で
内
容
は
理
解
で
き
て
い
る
。
つ
ま
り
自
発
的
に

シ
マ
言
葉
を
発
し
て
は
い
な
い
が
、
基
本
的
な
文
法
や
語
彙
は
話
者
と
同

様
に
理
解
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
潜
在
話
者
」
と
考
え
る
と
、

年
代
的
状
況
は
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
や
ハ
ワ
イ
語
な
ど
、
過
去
に
言
語
復
興
を

果
た
し
た
諸
言
語
と
比
べ
て
も
決
し
て
悪
い
状
況
で
は
な
い
。「
地
域
が
望

み
必
要
な
リ
ソ
ー
ス
が
整
え
ば
、
伝
統
言
語
の
再
活
性
化
は
不
可
能
で
は

な
い
」
と
考
え
ら
れ
る
﹇
横
山
二
〇
一
九
：
72
〜
73
﹈。

継
承
・
再
活
性
化
に
対
す
る
島
民
の
意
識
調
査
で
も
「
言
語
継
承
は
大

い
に
必
要
」
と
答
え
る
人
が
大
勢
を
占
め
る
。
問
題
は
方
言
継
承
に
好
意

的
な
意
識
を
「
ど
う
実
際
の
行
動
に
結
び
つ
け
る
か
」
で
あ
る
。
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
た
り
、
家
庭
の
中
で
取
り
組
ん
だ
り
す
る
人
は
決
し
て
多
く

な
い
。
そ
こ
で
教
材
作
成
、
し
ま
ム
ニ
（
沖
永
良
部
語
）
教
室
、
H
P
「
し

ま
ム
ニ
宝
箱
」
作
成
等
の
情
報
発
信
に
努
め
る
一
方
で
、
子
育
て
中
の
家

族
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
て
い
る
。
例
え
ば
知

名
町
下
平
川
小
学
校
で
は
、「
島
ム
ニ
に
関
す
る
夏
休
み
制
作
」
の
課
題
を

出
し
、
応
募
し
た
４
家
族
が
、
作
文
、
歌
、
紙
芝
居
、
カ
ル
タ
等
の
制
作

に
取
り
組
ん
だ
。
ま
た
和
泊
町
国
頭
集
落
で
は
小
学
生
を
対
象
と
し
た「
く

ん
ぜ
え
（
国
頭
）
ム
ニ
」
教
室
を
、
保
護
者
の
協
力
で
立
ち
上
げ
て
い
る
。

国
立
国
語
研
究
所
は
二
〇
一
八
年
と
二
〇
一
九
年
の
二
月
に
、
そ
う
し

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
い
る
家
族
を
東
京
へ
招
き
、
寸
劇
や
歌
、
踊

り
を
ま
じ
え
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
。
二
〇
一
九
年
は
「
方
言
し
り

と
り
」「
地
域
の
自
然
」「
大
根
の
漬
け
物
作
り
」
な
ど
多
彩
な
テ
ー
マ
が

し
ま
ム
ニ
で
発
表
さ
れ
た
。
同
研
究
所
は
地
域
言
語
（
方
言
）
の
記
録
と

継
承
を
支
援
し
て
お
り
、
二
〇
一
九
年
一
月
に
和
泊
・
知
名
の
両
町
と
連
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携
協
定
を
結
ん
だ
。
今
後
え
ら
ぶ
ム
ニ
の
復
興
と
継
承
に
向
け
た
取
り
組

み
や
学
術
交
流
を
推
進
す
る
計
画
で
あ
る
。

横
山
は
、
こ
う
し
た
手
法
を
ア
ク
シ
ョ
ン
・
リ
サ
ー
チ
（
相
互
的
社
会

実
践
に
よ
り
変
革
を
志
向
す
る
研
究
）
の
一
環
と
位
置
づ
け
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
メ
ン
バ
ー
が
主
体
と
な
っ
て
お
こ
な
う
こ
と
を
提
唱
し
て
い
る
。

家
庭
内
の
日
常
的
な
発
話
こ
そ
、
シ
マ
言
葉
を
自
然
に
身
に
つ
け
る
最
適

の
機
会
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

2
、
シ
マ
言
葉
と
若
手
唄
者

で
は
唄
者
の
現
状
を
み
て
ゆ
こ
う
。【
表
】
は
、
島
唄
の
登
竜
門
と
さ
れ

る
「
奄
美
民
謡
大
賞
」
及
び
、
民
謡
日
本
一
を
決
め
る
「
日
本
民
謡
大
賞
」

の
歴
代
受
賞
者
リ
ス
ト
で
あ
る
。
一
九
七
九
年
に
築
地
俊
造
が
奄
美
で
初

の
「
民
謡
日
本
一
」
と
な
り
、
翌
年
よ
り
「
奄
美
民
謡
大
賞
」
が
創
設
さ

れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

「
日
本
民
謡
大
賞
」
の
方
は
、
一
九
八
九
年
、
一
九
九
〇
年
と
奄
美
か
ら

受
賞
者
が
続
い
た
翌
々
年
に
廃
止
さ
れ
、
現
在
で
は
民
謡
民
舞
全
国
大
会

が
そ
れ
に
代
わ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
大
賞
受
賞
者
の
年
代
分
布
に
注
目
し
た
い
。
一
九
九
六
年
に

元は
じ
めち

と
せ
が
最
年
少
（
十
七
歳
）
で
受
賞
す
る
ま
で
は
、
該
当
者
無
し
の

年
が
半
分
を
占
め
る
。
あ
る
意
味
で
島
唄
が
低
調
な
時
期
だ
っ
た
と
い
え

る
の
で
は
な
い
か
。

し
か
し
元
ち
と
せ
以
後
様
相
は
一
変
す
る
。
里
ア
ン
ナ
、
中
あ
た
り

孝
介
が

二
十
歳
そ
こ
そ
こ
で
新
人
賞
（
大
賞
該
当
者
は
無
し
）
を
獲
得
、
二
人
は

奄美民謡大賞、日本民謡大賞 受賞者
（2017 年 7 月現在）

☆ 20代３、☆☆ 30代 8、＊ 40代 2、50代ゼロ、
＋ 60代 4、＋＋ 70代 5、無印 80代 6
（年代は概算）　─  ─  ─該当者なし　　△故人
回 年（西暦） 受賞者名
38 平成29（2017）平田まりな ☆
37 28 森田 美咲 ☆
36 27（2015） 中 ほずみ ＋
35 26 △竹島 信一 ＊
34 25 別府まりか ☆☆
33 24 ─  ─  ─
32 23 前山 真吾 ☆☆
31 22（2010） 里 歩寿（16歳で受） ☆
30 21 川畑さおり ☆☆
29 20 ─  ─  ─
28 19 山下 聖子 ☆☆
27 18 永 志保 ☆☆
26 17（2005） 直田ハツ子
25 16 △皆吉佐代子 ＋＋
24 15 中村 瑞希 ☆☆
23 14 牧岡 奈美 ☆☆
22 13 中島 清彦 ＋
21 12（2000） ─  ─  ─

（中 孝介新人賞☆☆）
20 11 松山美枝子 ＋
19 10 福山 幸司 ＋
18 9 ─  ─  ─

（里アンナ新人賞☆☆）
17 8（1996） 元ちとせ（17歳で受） ☆☆
16 7（1995） ─  ─  ─
15 6 中田 和子 ＋＋
14 5 ─  ─  ─
13 4 ─  ─  ─
12 3（1991） 森山ユリ子 ＋＋

 　 1990 中野 律紀　日本民謡大賞 ＊
11 2（1990） 当原ミツヨ ＋＋

 　 1989 当原ミツヨ　日本民謡大賞
10 平成元 ─  ─  ─
9 昭和63（1988）─  ─  ─
8 62 △清正 芳計
7 61 ─  ─  ─
6 60（1985） 西 和美 ＋＋
5 59 安原ナスエ
4 58 ─  ─  ─
3 57 △泊 忠重
2 56 ─  ─  ─
1 55（1980） 坪山  豊
　　1979 △築地俊造　日本民謡大賞
［セントラル楽器HP、指宿正樹］作成：酒井正子

注） H16より出場者 200名に迫る。H20、21、
25は 200名を越え、H21より地区予選実施。

［酒井 2018：139］
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後
に
メ
ジ
ャ
ー
デ
ビ
ュ
ー
の
道
を
歩
む
。
二
〇
〇
二
年
の
牧
岡
奈
美
以
降

は
、
二
〇
一
七
年
現
在
で
三
十
代
、
二
十
代
の
唄
者
が
大
半
を
占
め
、「
若

手
唄
者
」
の
台
頭
が
顕
著
に
な
る
。
一
方
四
十
代
は
二
名
（
一
名
は
死
去
）、

五
十
代
は
ゼ
ロ
、
六
十
代
は
四
名
で
あ
る
。
伝
統
文
化
で
育
っ
た
七
十
〜

八
十
代
と
、
台
頭
す
る
二
十
〜
三
十
代
の
若
手
の
間
に
、
ち
ょ
う
ど
ド
ー

ナ
ツ
の
穴
の
よ
う
な
空
洞
が
存
在
し
、
こ
れ
は
戦
後
の
方
言
禁
止
教
育
を

受
け
た
世
代
と
重
な
る
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
る
（
も
ち
ろ
ん
島
唄
に

興
味
を
持
た
な
く
な
っ
た
要
因
は
他
に
も
様
々
に
あ
る
だ
ろ
う
が
）。

標
準
語
で
育
っ
た
若
手
唄
者
は
、
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
で
古
典
の
歌
詞

と
対
峙
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

大
阪
に
移
住
し
、
長
く
島
唄
教
室
を
主
宰
し
て
郷
友
に
慕
わ
れ
て
い
た

ベ
テ
ラ
ン
の
唄
者
、
太
原
俊
成
（
一
九
三
〇
〜
二
〇
一
七
、
瀬
戸
内
町
出

身
）
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
島
唄
は
、
歌
い
継
い
で
く
れ
た
昔
の
人
の
気
持
ち
に
な
っ
て
懐
か
し
く

う
た
う
も
の
。
砂
糖
キ
ビ
を
作
っ
て
い
て
も
自
分
の
口
に
は
入
ら
ず
、
島

唄
を
す
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
昼
間
の
重
労
働
を
し
の
い
で
働
い
て
い
た

人
た
ち
の
気
持
ち
や
、
異
郷
に
あ
っ
て
涙
を
流
し
な
が
ら
（
郷
友
会
の
席

で
）、
唄
が
終
わ
る
ま
で
弁
当
も
開
か
ず
に
島
唄
を
聴
い
て
い
た
人
た
ち
の

気
持
ち
を
、
ど
う
か
忘
れ
な
い
で
い
て
ほ
し
い
」（
鈴
木
み
ど
り
監
修
『
太

原
俊
成
回
想
録
』
よ
り
）

こ
の
心
境
は
時
代
背
景
は
変
わ
っ
て
も
、
現
代
の
若
者
に
も
理
解
で
き

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
た
だ
し
薩
摩
藩
に
よ
る
黒
糖
収
奪
等
、
多
少

の
歴
史
の
勉
強
は
必
要
か
も
し
れ
な
い
。

若
手
唄
者
の
リ
ー
ダ
ー
格
、
中
村
瑞み
ず
き希

（
一
九
七
九
生
）
は
、「
先
人
の

作
っ
た
歌
詞
を
、
今
こ
の
時
代
で
代
弁
す
る
つ
も
り
で
、
ピ
ュ
ア
な
心
で

う
た
う
」
と
述
べ
て
い
る
（
二
〇
一
九
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）。
こ
れ
も
偽
ら
ざ

る
心
境
な
の
で
は
な
い
か
。

3
、
築
地
俊
造
（
一
九
三
四
～
二
〇
一
七
）
の
提
言
と
実
践

伝
統
歌
詞
だ
け
で
な
く
「
生
き
て
い
る
島
唄
」
を
作
っ
て
い
こ
う
、
と

主
張
し
て
や
ま
な
か
っ
た
の
が
、「
民
謡
日
本
一
」
の
築
地
俊
造
で
あ
る
。

島
唄
人
口
が
減
少
、
昔
な
が
ら
の
生
活
感
の
無
い
唄
ば
か
り
で
は
生
き

残
れ
な
い
。
今
の
生
活
、
今
の
自
分
の
思
い
を
う
た
っ
て
は
じ
め
て
「
生

き
て
い
る
」
と
言
え
る
、
と
い
う
の
だ
。
築
地
に
よ
れ
ば
、

島
唄
と
い
う
の
は
古
典
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
同
時
に
現
在
の
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ん
と
い
っ
て
も
生
活
の
唄
な
ん
で
す
か
ら
。
わ
れ
わ

れ
は
そ
れ
を
古
典
と
し
て
誇
り
に

し
な
が
ら
、
現
在
の
中
で
も
ま
た

上
手
に
活
か
し
て
い
く
こ
と
が
こ

れ
か
ら
先
は
重
要
に
な
る
。﹇
築

地
・
梁
川
二
〇
一
七
：
152
、
傍
線

酒
井
﹈
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島
唄
は
、「
替
え
歌
」
の
集
積
と
も
い
え
る
。
対
面
的
な
状
況
で
掛
け
合

い
に
よ
り
多
く
の
歌
詞
が
生
ま
れ
た
。
築
地
自
身
、
本
土
で
公
演
す
る
と

き
は
冒
頭
、
次
の
よ
う
に
ア
カ
ペ
ラ
で
島
出
身
の
聴
衆
に
う
た
い
掛
け
る
。

 ♪
懐
か
し
ゃ
や
、
稀ま
れ
ま
れ々

拝
め
ば
、
懐
か
し
ゃ
や

／
元
気
し
も
り
ゅ
ん
に
ゃ
、
気
張
て
い
も
る
ん
に
ゃ
、
ス
ラ
懐
か
し
ゃ
や

（
久
し
ぶ
り
に
お
会
い
す
れ
ば
、
懐
か
し
い
で
す
ね
／
元
気
で
、
頑
張
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
か
、
本
当
に
懐
か
し
い
で
す
ね
）

♪
忘
れ
ん
し
ょ
な
ヨ
、
離
れ
て
暮
ら
し
も
、
忘
れ
ん
し
ょ
な
ヨ

／
シ
マ
唄
、
シ
マ
口ぐ
ち

、
シ
マ
踊
り　

ス
ラ
忘
れ
ん
し
ょ
な
ヨ

（
離
れ
て
暮
ら
し
て
い
て
も
、
忘
れ
な
さ
ん
な
／
シ
マ
う
た
、
シ
マ
言
葉
、

シ
マ
踊
り
を
、
忘
れ
な
さ
ん
な
よ
）

《
行
き
ゅ
ん
に
ゃ
加
那
》
と
い
う
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
曲
に
の
せ
て
う
た
わ
れ

る
挨
拶
唄
。
こ
れ
も
替
え
歌
の
一
種
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

ま
た
伝
統
歌
詞
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
場
の
脈
絡
に
よ
り
一
回
的
な
意
味

が
生
ず
る
。

【
歌
詞
1
】
は
、
二
〇
一
七
年
三
月
、
当
学
会
研
究
例
会
で
の
三
人
の
若

手
唄
者
の
《
朝
花
節
》
の
掛
け
合
い
を
書
き
取
っ
た
も
の
で
あ
る）

1
（

。
冒
頭

①
②
の
挨
拶
歌
に
続
い
て
、
③
で
本
土
の
人
と
縁
を
結
ぶ
な
、
落
と
さ
な

く
て
も
す
む
涙
を
落
と
す
こ
と
に
な
る
ん
だ
よ
、
と
T
Y
が
う
た
う
と
、

ハ
ヤ
シ
を
入
れ
る
M
N
が
一
瞬
ハ
ッ
と
し
た
表
情
を
浮
か
べ
る
。
彼
女
は

本
土
の
人
と
所
帯
を
持
っ
て
い
る
の
だ
。

続
い
て
S
T
が
、
あ
な
た
の
美
声
は
素
晴
ら
し
い
、
よ
く
鳴
る
尺
八
の

よ
う
だ
、
と
彼
女
を
褒
め
称
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
た
と
え
既
成
の
歌
詞
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
場
そ
の
場
で

当
事
者
の
状
況
に
ひ
き
つ
け
て
う
た
っ
た
り
解
釈
さ
れ
た
り
す
る
。

【
歌
詞
2
】
は
、
築
地
俊
造
・
上か
ん
む
ら村

リ
カ
の
伝
説
的
な
掛
け
合
い
の
記
録

で
あ
る
。
上
村
リ
カ
は
天
才
的
な
唄
者
で
即
興
を
得
意
と
し
た
が
、
し
ば

し
ば
「
け
ん
か
唄
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
攻
撃
的
な
唄
を
仕
掛
け
、
物
議
を

か
も
し
た
﹇
築
地
・
梁
川
二
〇
一
七
：
100
〜
104
﹈。
人
前
で
は
う
た
い
た
が

【歌詞 1】《朝 花節》2017-03-11

第 72回研究例会「東京での奄美シマウタ伝承」より ST、
TY（男性 2名）、MN（女性 1名）の掛け合い
ST①朝花はやり節／歌ぬ始まりや、朝花はやり節
　　（歌遊びの始まりは、朝花はやり節から）
MN② 誇らしゃやいつゆり勝り／何時む今日ぬ如に、あら

ちマタたぼれ
　　　 （この嬉しさはいつよりも勝る／いつも今日のように、

あらせて下さい）
TY③ やまと縁ぐゎ結ぶなよ加

か な
那／大和縁ぐゎ結べば、落

とさん涙落としゅんど加那
　　　 （本土の人と縁を結ぶな、落とさなくてもすむ涙を、落

とすことになるんだよ）
ST④ はんしょぐゎ（尺八）ぬ鳴りゅんみ声／七節きりく

だる、はんしょぐゎぬ鳴りゅん　み声
　　　 （あなたの美声は素晴らしい、七節切り込んだ尺八が鳴

るような声です）
MN⑤ 遊びしょろ寄たんどぅしんきゃ／唄とぅ三味線くゎ

し、遊びしょろう寄たんどぅし　んきゃ
　　　（唄と三味線で遊びをしましょうと　寄り合って来た友達）

 ～以下略～
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ら
な
い
彼
女
を
築
地
が
説
得
し
、
一
九
九
〇
年
、
渋
谷
ジ
ァ
ン
ジ
ァ
ン
で

貴
重
な
ラ
イ
ブ
が
実
現
し
た
。
リ
ハ
ー
サ
ル
な
し
で
お
こ
な
わ
れ
た
歌
あ

し
び
の
開
始
、《
朝
花
節
》
の
や
り
と
り
の
全
体
は
、
小
川
﹇
二
〇
一
一
：

264
〜
270
﹈
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

19
節
ま
で
続
い
た
掛
け
合
い
の
流
れ
を
み
る
と
、
最
初
は
挨
拶
唄
が
続

く
が
、
⑤
以
降
は
、
シ
マ
唄
の
お
か
げ
で
あ
な
た
と
馴
染
み
に
な
り
ま
し

た
、
と
、
具
体
的
な
「
あ
な
た
」
と
の
関
係
に
踏
み
込
ん
で
い
く
。
⑬
以

降
、
あ
な
た
と
私
は
親
鳥
と
卵
の
仲
。
朝
に
夕
に
抱
い
て
い
た
い
、
と
、

一
段
と
濃
密
な
展
開
に
な
り
、
⑰
以
後
は
即
興
の
や
り
と
り
に
な
っ
て
い

く
。「
好
き
合
っ
た
ま
ま
で
、
別
れ
ま
し
ょ
う
。
親
に
言
っ
て
貰
い
き
ら
な

い
な
ら
、
こ
の
ま
ま
別
れ
ま
し
ょ
う
」
と
突
然
女
か
ら
別
れ
話
を
切
り
出

さ
れ
、〈
ど
う
し
て
そ
ん
な
こ
と
を
言
う
の
〉
と
、
男
は
歌
い
返
す
。「
自

分
が
シ
マ
一
番
の
妻
と
思
っ
て
貰
っ
て
も
、
母
親
に
気
に
入
ら
れ
な
け
れ

ば
、
シ
マ
一
番
に
は
な
れ
な
い
ん
だ
よ
」。
す
る
と
「
私
に
不
足
が
あ
る
な

ら
、
私
に
勝
る
彼
女
を
持
て
ば
い
い
」
と
突
き
放
さ
れ
、
あ
ま
り
に
見
事

な
返
し
だ
っ
た
の
で
二
の
句
が
継
げ
ず
、「
参
っ
た
」
と
い
う
こ
と
で
終
了

【歌詞 2】 《朝 花節》1990-10-22　渋谷ジァン・ジァンにて
ライブ「唄あすぃび」より築地俊造・上

かんむら

村リカ（笠利町用安
出身、1948～）の掛け合い
［♪は歌唱の実際を記載、☆はハヤシ詞の置き換え、〈　〉は合の
手のハヤシ、★は一句目の反復］
① ♪ヨハレ加那イ（＝☆）、打ち出さんな　やりじゃさんな
〈ヨイサヨイサヨイサヨイヨイ〉　／うたぬ始まりじゃがエ、
打ち出さんなやりじゃさんな（＝★）
② ☆ちょっとんいじてはばかりながら／ごめん下さいませ、
この座のお客様
③ ☆まれやあらんな　よねやエあらんな／如何しゃるとりあ
わせか、　★

　（／こんな取り合わせは、久しぶりの今宵ですね）
④ ☆拝まん人

ちゆ

む　拝でど知りゅり／神の引き合わせに、　★
　 （／神の引き合わせに、拝んだことのない人も、拝んでこそ知る
ことができます）
⑤ ☆島唄ぐゎぬ　う蔭だりょうど／なきゃと拝まれむんや
イ、　★

　 （／あなたとこうしてお会いできるのも、島唄のお陰ですよ）
⑥ ☆しげしげと拝みんしょろや／拝み習ゆたむんぬイ　★
　 （／顔なじみになれたので、もっと頻繁にお会いしたいですね）
⑦☆はっとんちゅ自由なりゅる／ わぬや刀自持ち者や、　★
　 （／私には妻がいるから、何時でもとは自由にいかない）　～中略～
⑬ かなしゃる人や鶏卵／わぬや親鳥なて、すかんまよね押さ
とりぶしゃや

　 （愛しい者同士は、鶏と卵のよう／私が親鳥になって、朝に夕に
抱いていたい）
⑭ ☆わきゃがれ極上花／なきゃがうかげくゎし、　★
　（／あなたのお陰で、私のような者でも極上花です）
⑮ ☆大島郡や七間切り／七間切りなんて、かなしゃん人

ちゆ
や、

一人（ちゅうり）ど加那
⑯ ☆三味線なて抱きゃとりぶしゃや／わぬや三味線なて、か
なしに抱かとりぶしゃや

　（／私は三味線になって、あなたに抱かれていたい）
⑰ ☆かなしゃんまま別れろよ加那　〈何故（ぬが）よ汝（なん）
やうがしど言もゆん〉／親に言し貰れきらんむんぬ、　★

　 （／親に言って貰いきらないなら、好き合ったままで別れよう）
⑱ シマ一番ち貰たる刀自ぐゎ／あんまが気にいらだなイ、シ
マ一番やなりきらんど

　 （シマ一番と思って貰った妻でも／母親が気に入らなければ、シ
マ一番にはなりきらないよ）
⑲�☆わんまさりぬ加那持てよ／わぬやしょぬ足らんむんぬ、　★
　（／私は魂の足りない者だから、私に勝る彼女を持ちなさい）
（関玲子提供音源、聞き取り：酒井正子、校閲：松元良作）
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し
た
と
い
う
﹇
築
地
・
梁
川
二
〇
一
七
：
124
﹈。

こ
の
掛
け
合
い
は
既
成
の
歌
詞
で
始
め
つ
つ
も
即
興
を
交
え
、
最
後
は

即
興
の
歌
詞
で
と
ど
め
を
さ
し
て
い
る
の
だ
。

再
び
冒
頭
の
築
地
の
提
言
に
戻
ろ
う
。
築
地
は
、「
し
っ
か
り
し
た
古
典

が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
を
土
台
に
新
し
い
変
化
や
革
新
も
可
能
に
な
る
。

両
方
や
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
説
い
た
。
自
分
の
ウ
タ
を
作
る
の

に
「
無
理
し
な
く
て
も
最
初
は
標
準
語
で
い
い
の
よ
。
慣
れ
て
き
た
ら
次

第
に
島
グ
チ
に
な
る
か
ら
」「
ま
ず
は
日
本
語
で
う
た
っ
て
ご
ら
ん
、
恥
ず

か
し
く
な
い
か
ら
」
と
習
い
初
め
の
人
を
優
し
く
導
い
た
と
い
う
（
指
宿

正
樹
）。
古
典
を
生
か
し
つ
つ
新
し
い
ウ
タ
を
生
み
出
す
た
め
に
、
築
地
は

ま
ず
は
替
え
歌
を
ベ
ー
ス
と
し
て）

2
（

、
二
つ
の
提
案
を
し
て
い
る
。

（1）
今
の
生
活
を
う
た
う
：
交
通
安
全
の
ウ
タ

遠
路
瀬
戸
内
町
ま
で
招
か
れ
祝
賀
会
で
う
た
っ
た
帰
り
道
に
、
四
十
キ

ロ
オ
ー
バ
ー
で
免
停
を
く
ら
っ
た
。
罰
金
に
加
え
自
動
車
学
校
の
講
習
を

受
け
て
出
費
が
か
さ
む
。
む
し
ゃ
く
し
ゃ
し
た
気
持
ち
を
な
ん
と
か
ウ
タ

に
し
て
み
よ
う
、
と
、
あ
る
唄
会
で
《
く
る
だ
ん
ど
節
》
に
の
せ
て
次
の

よ
う
に
う
た
っ
た
。

♪
ハ
レ
ー
飛
ば
す
な
よ

﹇
ヨ
ー
ハ
レ
ー
急
が
り
ゅ
ん
時
で
も　

時
間
が
無
ん
て
も

飛
ば
す
な
よ
﹈

ハ
レ
ー
無
く
な
る
よ

「
ヨ
ー
ハ
レ
ー
難
儀
し
ゅ
て
取
っ
た
る　
免
許
証
も
金
ぐ
ゎ
も
無
く
な
る
よ
﹈

 

（﹇　

﹈
内
反
復
）

誰
で
も
分
か
る
よ
う
な
言
葉
で
、
多
少
と
も
皆
経
験
が
あ
る
よ
う
な
内

容
だ
っ
た
せ
い
か
共
感
を
呼
ん
だ
。
普
段
は
島
唄
と
縁
遠
い
人
た
ち
も
立

ち
上
が
っ
て
拍
手
喝
采
、
交
通
安
全
協
会
の
人
た
ち
の
間
で
も
「
我
々
が

一
生
懸
命
安
全
運
動
を
し
て
も
、
こ
の
ウ
タ
に
は
か
な
わ
な
い
」
と
評
判

だ
っ
た
と
い
う
。

（
2
）
歌
詞
の
パ
タ
ー
ン
を
生
か
す
：
震
災
の
ウ
タ

島
唄
に
は
歌
詞
の
パ
タ
ー
ン
・
色
が
あ
り
、
曲
に
よ
っ
て
パ
タ
ー
ン
も

変
わ
る
。
即
興
の
基
礎
は
基
本
パ
タ
ー
ン
を
う
ま
く
使
っ
て
変
え
て
い
く

こ
と
だ
。
例
え
ば
俊
し
ゅ
ん
じ
ょ
し
ゅ
良
主
節
は
「
○
○
は
こ
う
だ
け
ど
／
そ
れ
よ
り
は

△
△
が
良
い
」
と
い
う
比
較
対
照
が
出
て
く
る
。

「
世
間
で
羨
ま
し
い
の
は
、
七
倉
建
て
る
よ
う
な
人
が
羨
ま
し
い
／
そ
れ

よ
り
も
羨
ま
し
い
の
は
、
母
と
父
が
そ
ろ
っ
て
い
る
人
」

と
い
う
調
子
だ
。
東
日
本
大
震
災
後
、
こ
の
パ
タ
ー
ン
を
使
っ
て
「
震
災

の
歌
」
を
作
っ
て
み
た
。

「
昔
恐
ろ
し
か
っ
た
の
は
、
地
震
・
雷
・
火
事
・
親
父
／
近
頃
恐
ろ
し
い

の
は
、
地
震
・
津
波
と
原
発
と
あ
ん
た
の
奥
さ
ん
だ
ろ
う
」

と
い
う
具
合
で
あ
る
。
基
本
パ
タ
ー
ン
を
使
え
ば
、
聴
く
人
に
も
分
か
り

や
す
い
し
、
パ
ソ
コ
ン
や
メ
ー
ル
な
ど
「
今
の
生
活
」
も
う
ま
く
取
り
込
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ん
で
い
け
る
の
で
は
な
い
か
、
と
提
案
す
る
。

４
、
新
た
な
ウ
タ
を
生
み
出
す
試
み

二
〇
一
九
年
三
月
二
十
六
日
、
鹿
児
島
で
「
久
保
け
ん
お
顕
彰
音
楽
会

―
す
べ
て
は
『
か
け
う
た
』
か
ら
」
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
中
か
ら
「
奄

美
の
島
唄　

か
け
う
た
へ
の
挑
戦
」
の
ス
テ
ー
ジ
を
紹
介
す
る
。
か
け
う

た
体
験
①
は
、
鹿
児
島
の
N
P
O
法
人
「
ほ
こ
ら
し
ゃ
の
風
」
島
唄
グ

ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
五
名
、
か
け
う
た
体
験
②
は
、
現
在
活
躍
中
の
若
手

女
性
唄
者
、
中
村
瑞
希
・
川
畑
さ
お
り
・
永
な
が
い

志
保
の
三
名
（
い
ず
れ
も
奄

美
民
謡
大
賞
受
賞
者
）
に
よ
る
。
永
・
川
畑
は
久
保
け
ん
お
と
同
じ
喜
界

島
出
身
な
た
め）

3
（

、
と
く
に
こ
の
催
し
に
招
か
れ
た
。

①
も
②
も
、
既
存
の
島
唄
の
曲
に
、
創
作
歌
詞
を
の
せ
て
ゆ
く
。

①
の
《
糸
繰
り
節
》
を
も
と
に
し
た
歌
掛
け
で
は
、
♪
し
わ
（
心
配
）

じ
ゃ
し
わ
（
心
配
）
じ
ゃ
、
と
、
未
婚
、
年
金
、
仕
事
、
医
者
が
よ
い
、

な
ど
心
配
ご
と
が
連
ね
ら
れ
、
最
後
に
よ
〜
り
よ
〜
り
（
ゆ
っ
く
り
）、
気

慰
め
し
な
が
ら
い
き
ま
し
ょ
う
、
と
締
め
る
。
続
い
て
心
配
事
の
後
は
嬉

し
い
こ
と
、
果
報
な
こ
と
（
ほ
こ
ら
し
ゃ
）
を
挙
げ
ま
し
ょ
う
、
と
、《
行

き
ゅ
ん
に
ゃ
加
那
節
》
を
も
と
に
し
た
歌
掛
け
が
続
く
。

②
で
は
《
く
る
だ
ん
ど
節
》
に
の
せ
て
、
上
の
句
下
の
句
問
答
型
の
掛

け
合
い
を
展
開
す
る
。
こ
れ
は
、
企
画
し
た
小
川
学
夫
に
よ
れ
ば
、
上
下

句
対
立
よ
り
統
合
へ
、
と
い
う
歌
詞
の
生
成
の
大
元
へ
立
ち
返
る
意
味
合

い
も
あ
る
。

ま
ず
、
♪
だ
か
ち
が
い
も
ゆ
る
（
何
処
へ
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
）
○
○
さ

ん
？）

4
（

　

と
い
う
問
い
か
け
を
共
通
に
設
定
す
る
（
上
の
句
）。
相
手
は
そ
の

場
で
答
え
（
下
の
句
）
を
返
し
、
別
の
相
手
に
ま
た
同
じ
問
い
か
け
を
し

て
ウ
タ
を
ま
わ
し
て
い
く
、
と
い
う
趣
向
で
あ
る
【
歌
詞
3
】。

小
川
学
夫
は
、
こ
の
五
十
年
の
間
に
奄
美
島
唄
の
音
楽
的
な
抒
情
表
現

が
進
化
す
る
一
方
で
、
こ
と
ば
の
や
り
と
り
を
楽
し
む
要
素
が
失
わ
れ
つ

つ
あ
る
と
危
惧
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
今
日
の
唄
者
が
ど
う
し
て
新
し
い
唄
の
文
句
を
つ
く
ら
な
く
な
っ
た
の

か
、
大
き
な
疑
問
を
持
っ
て
い
ま
す
。
き
っ
と
、
先
人
た
ち
が
作
っ
た
、

質
の
高
い
歌
詞
が
あ
ま
り
に
も
多
く
あ
る
た
め
に
、
新
し
い
歌
詞
を
作
る

こ
と
な
ど
冒
涜
だ
と
い
う
感
じ
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
歌

そ
の
も
の
は
今
も
昔
も
、「
音
楽
と
言
葉
」
が
合
体
し
た
存
在
で
あ
る
こ
と

を
忘
れ
て
も
ら
っ
て
は
困
る
の
で
す
」（
プ
ロ
グ
ラ
ム
よ
り
）

音
の
面
で
は
大
変
上
手
く
な
っ
た
。
今
度
は
こ
と
ば
の
楽
し
み
も
取
り

戻
し
て
い
こ
う
、
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
昔
は
座
敷
で
、
歌
あ
す
ぃ
び
を

や
っ
て
い
る
人
た
ち
だ
け
で
楽
し
ん
だ
。
今
は
ス
テ
ー
ジ
を
見
て
い
る
人

た
ち
も
一
緒
に
楽
し
む
よ
う
に
す
れ
ば
、
島
唄
は
さ
ら
に
進
化
す
る
だ
ろ

う
、
と
い
う
わ
け
だ
。
当
日
は
ス
テ
ー
ジ
上
で
、
う
た
っ
て
い
る
歌
詞
の

意
味
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
書
い
て
舞
台
中
央
の
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
し
、

何
を
う
た
っ
て
い
る
か
分
か
る
よ
う
に
す
る
工
夫
も
こ
ら
さ
れ
た
。
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①中村瑞希から川畑さおりへの問い掛け
ハレーイー
だーちがいもりゅる 何処にいらっしゃるの？
ヨーハレー
ききゃがいもしゃん 喜界から来られた
さおりあごぐゎ さおり姉さん
だーちがいもりゅる 何処にいらっしゃるの？
ヨーハレー
ききゃがいもしゃん 喜界から来られた
さおりあごぐゎ さおり姉さん
きょらぎょらしゅんちば きれいななりをして

②永志保ハヤシ
だーちが　いもりゅる
ききゃがいもしゃん
さおりあごぐゎ

③川畑さおりの答え
ハレーイー
うたばうたいんにゃよー 唄を歌いによ
ハレーイー
こうりゅうせんたー　
くぼせんせいの

交流センター　久保先生
の

うたあすびいくすど 唄遊びに行くのよ
うたばうたいんにゃよ 唄を歌いによ
ヨーハレーイ
こうりゅうせんたー
くぼせんせいの

交流センター　久保先生
の

うたあすび　いくすど 唄遊びに　行くのよ
しまからいじてぃ 島から出てきてさ～

④川畑さおりから、永志保に問いかけ
ハレーイー
じゃーかいうもゆんなよ 何処にいらっしゃるの？
ハレーイー
しらみじ　うまれぬ 白水　生まれの
てぃだなっすん　しほ
ねぇちゃん

太陽のような　志保姉さ
ん

じゃーかいうもゆんなよ 何処にいらっしゃるの
ヨハレー
しらみじ　うまれぬ 白水　生まれの
てぃだなっすん　しほ
ねぇちゃん

太陽のような　志保姉さ
ん

およめにいくのかや お嫁にでも行くのかな

⑤中村瑞希ハヤシ
しらみじ　うまれの

てぃだなすん　しほね
えちゃん
およめにいくのかや

⑥永志保さんの答え
あらんど 違うよ。
わんむうたうたいん
にゃよ

わたしも唄歌いによ

ハーレーイー
まりまり　しまから 稀に　島から
さおりが　きゅんむんに さおりが　来たのだから
うたばうたいんにゃよ 唄歌いに行かなくちゃ
ヨーハレーイー
まりまり　しまから 稀に　島から
さおりが　きゅんむんに さおりが　来たのだから
うたあそびしらんば 唄遊びをしなくちゃ

⑦永志保から中村瑞希に問いかけ
ハレーイー
わったり　いきゃんばよ
ハレーイー
ふしのかず　しっちゅん 唄の節の数々を知ってる
みずき　ねぇやー 瑞希姉さん
わったり　いきゃんばよ 私たち二人行かなくちゃ
ハレーイー
ふしのかず　しっちゅん 唄の節の数を知ってる
みずきねぇーや　
うたばなろち

瑞希姉さん　教えて頂戴

⑧川畑さおリハヤシ
ふしぬかず　しちゅん
みずきねぇーや　
うたばなろち

⑨中村瑞希の答え
ハレーイ
きゃしすろかい どうしようかい
ヨ～ハレ
なんたり　どくしんちば あんたら二人独身なら
うたど～ろあらんど 唄どころじゃないよ
しわどあるり 心配だね
ヨ～ハレ
なんたりどくしんちば あんたら二人独身なら
うたど～ろあらんど 唄どころじゃないよ
ごうこんちいきゅっと 合コンに行くのよ

 （聞き取り：小川学夫、校閲：酒井正子）

【歌詞3】　中村瑞希・川畑さおり・永 志保　3名掛け唄�
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ウ
タ
と
は
訴
え
、
相
手
に
訴
え
か
け
る
こ
と
が
語
源
だ
、
と
の
説
も
あ

る
。
自
分
の
こ
と
ば
で
う
た
う
面
白
さ
、
真
実
味
を
島
唄
の
中
に
取
り
戻

せ
ば
、「
い
ま
、
こ
こ
」
に
宿
る
力
も
増
す
だ
ろ
う
。
事
実
、
出
演
者
の
中

村
瑞
希
は
「
普
段
の
我
々
の
会
話
そ
の
も
の
で
す
」
と
語
り
、
若
手
３
名

の
表
情
は
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
も
の
が
感
じ
ら
れ
た
。「
舞
台
化
さ
れ
た
音
楽
」

の
中
に
も
、
祝
い
・
遊
び
な
ど
「
実
践
す
る
音
楽
」
の
要
素
を
併
せ
持
つ
。

こ
の
試
み
は
そ
う
し
た
新
た
な
実
験
と
し
て
興
味
深
い
も
の
が
あ
ろ
う
。

今
日
の
唄
者
が
ど
う
し
て
新
し
い
唄
の
文
句
を
作
ら
な
く
な
っ
た
か
。

若
手
に
関
し
て
は
シ
マ
言
葉
が
日
常
の
話
こ
と
ば
と
隔
た
り
が
あ
り
、ハ
ー

ド
ル
が
高
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
こ
の
試
み
で
は
、
永
・
川
畑
は

喜
界
こ
と
ば
を
見
事
に
こ
な
し
て
い
た
。
こ
の
程
度
の
短
い
歌
詞
で
あ
れ

ば
、
充
分
可
能
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

島
唄
の
旋
律
は
や
は
り
シ
マ
言
葉
が
な
じ
む
。
築
地
が
い
う
よ
う
に
、

一
つ
で
も
二
つ
で
も
シ
マ
言
葉
が
入
れ
ば
、
あ
と
は
自
然
に
そ
れ
ら
し
い

感
じ
に
な
っ
て
い
く
。
現
在
の
島
の
生
活
で
も
、
シ
マ
言
葉
は
完
全
に
払

拭
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
横
山
が
い
う
よ
う
に
、
三
十
代
半
ば
以
上
の

「
潜
在
話
者
」
が
健
在
な
今
こ
そ
、
新
作
歌
詞
を
作
り
、
そ
の
楽
し
み
を
味

わ
う
よ
う
に
働
き
か
け
る
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
ん

な
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

〈
付
記
〉
本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
小
川
学
夫
氏
か
ら
全
面
的
な
資
料
提
供
と
ご

教
示
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

注（
1
） 

以
下
歌
詞
の
意
味
は
大
意
を
記
し
た
。

（
2
） 

彼
自
身
は
、
替
え
歌
の
み
な
ら
ず
《
兄きよ
う
で弟

っ
く
ゎ
》《
舟
こ
ぎ
一
番
》

な
ど
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
も
作
っ
て
い
る
。

（
3
） 

久
保
け
ん
お
（
一
九
二
一
〜
一
九
九
一
）
は
喜
界
島
出
身
の
音
楽
教

員
・
作
曲
家
。
鹿
児
島
で
音
楽
教
育
に
た
ず
さ
わ
り
つ
つ
、
奄
美
を
含

む
鹿
児
島
県
下
の
民
謡
を
精
力
的
に
調
査
、『
南
日
本
民
謡
曲
集
』
等

を
出
版
し
島
唄
研
究
の
先
駆
け
と
な
る
。
川
畑
が
勤
務
す
る
喜
界
島
中

央
公
民
館
に
は
、
久
保
の
遺
稿
集
な
ど
が
寄
贈
・
展
示
さ
れ
て
い
る
。

（
4
） 《
ち
ょ
う
き
く
女
節
》《
飯
米
取
り
節
》
な
ど
で
も
印
象
的
に
使
わ
れ
る

文
句
で
あ
る
。
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